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研究要旨 

 水道水の異臭味障害の中で 2 番目の発生頻度となっている生ぐさ臭については、その臭気原

因物質が十分に明らかとなっているとは言い難い。このため、浄水場では、機器分析ではなく

官能試験によって水質管理が行われている。そこで本研究では、水道水生ぐさ臭の臭気原因物

質を同定することにより、現在の官能試験による水質管理に代えて、機器分析による水質管理

に道を開くことを目的とした。 

 臭気原因物質は、予想される物理化学的性質から GC/MS による分析が適していると考えられ

る。このため本年度は、昨年度までの LC/MS による検討に代えて、におい嗅ぎシステムを装備

した GC に高分解能質量分析を接続した GC/MS による検討を実施した。生ぐさ臭の原因生物で

あるウログレナが発生した際に採取した水道原水と、ウログレナの培養液を分析した。両者は、

水源が異なる浄水場関連施設から採取した試料だが、共通する臭気成分が 3 成分発見された。 

A. 研究目的 

水道水の異臭味障害の中で 2 番目の発生頻度と

なっている生ぐさ臭 1)については、原因物質とし

て 1-heptanal 、 (2E,4E)-heptadienal 、

(2E,4Z)-heptadienal 、 (2E,4Z)-decadienal 、

(2E,4E,7Z)-decatrienal2)が指摘されている。しかし、

浄水場では、これらの物質からは生ぐさ臭とは異

なる臭気を感じるとの意見があり、他に原因物質

が存在する可能性がある。このように、十分な知

見が集積されていないことなどから、生ぐさ臭に

ついては、水道法において、物質の濃度ではなく

臭気強度で項目化されている。生ぐさ臭の臭気原

因物質（以下、原因物質）が明らかになれば、詳

細な実態調査、物性値に基づいた効率的な浄水処

理技術の開発などに繋がる可能性があり、有益で

ある。 

以上のように、原因物質の同定は意義深いが、

環境中の微量有機物の同定には困難を伴う。未知

有機物の同定は、一般的に、フーリエ変換赤外分

光光度計（FTIR）による官能基推定、核磁気共鳴

装置（NMR）による構造解析、質量分析（MS）

による分子量測定などにより行われる。しかし、

FTIR や NMR での測定を行うためには、夾雑物を

除去したサンプルが数百 µg 程度必要になる。揮

発性物質と考えられる原因物質を、精製した上で

数百 µg 程度得ることは困難と予想される。 

そこで本研究では、近年の質量分析の進歩を活

用し、原因物質の構造を推定することとした。合

成などにより、推定された構造の物質を入手でき

れば、原因物質の同定が可能である。 

原因物質は、予想される物理化学的性質から、

GC/MS による分析が適していると考えられる。し

かし、未知物質の構造推定には分子量関連イオン

の検出確率が高いソフトなイオン化である

electrospray ionization (ESI)を備え、構造推定に有

効な linear ion trap を備えた高分解能 LC/MS が適

している。このため、LC/MS で被検物質（分析種）

を測定するに必要な誘導体化処理方法を一昨年

度検討し、これを確立した。さらに、昨年度は、

確立した方法を用いて、生ぐさ臭の原因生物であ

る黄色鞭毛藻綱 Uroglena americana（ウログレナ）

が発生した際に採取した水道原水を対象に分析
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「米」および「牛乳」と表現する臭気物質が検出

された RT（補正後の RT）に一致する物質は検出

されなかった。 

 臭気物質の中でイオン化できなかった可能性

が高い物質が多く存在したため、それらの物質が

どのような物質なのかを考察した。考察は、同技

術を用いてイオン化可能な物質を調べることに

より行った。これは、どのような物質がイオン化

できないかの情報がほとんど得られないためで

ある。すなわち、イオン化されやすい物質の部分

構造を推定することによって、本研究でイオン化

できなかった物質がそれらの構造を有していな

い可能性があると考察した。 

 同技術で測定可能とされている 338 物質 3)につ

いて、部分構造を検討した。その際、1 物質につ

いて、最大 5個の部分構造が抽出された。検討の

結果、合計 1,033 個の部分構造が抽出された。そ

の 1,033 個の主な部分構造を見ると、クロロベン

ゼン、有機リン、アミドなどであり、酸素以外の

ヘテロ元素を含む部分構造が大多数を占めた。ヘ

テロ元素を含まないか、炭素と水素および酸素か

ら成る部分構造は、シクロセキセン、エステル、

エーテル、ケトン、三級アルコールなどであった。

昨年度発見した、臭気強度およびウログレナ細胞

数と相関関係が認められる物質は、炭素と水素お

よび酸素から成る物質であり、アルデヒド類と推

定された。検討されている 338 物質の中のアルデ

ヒド類を探したところ 1 物質発見された。しかし、

その物質は、ホルミル基の他に、APCI でイオン

化されやすい三級アミン構造を有していた。この

ため、同物質は三級アミン構造によりイオン化さ

れると考えられる。すなわち、イオン化されやす

い他の官能基を有さないアルデヒド類は、本研究

で用いた APCI ではイオン化されにくいと考えら

れる。これらのことから、本研究で検出された臭

気物質の中でイオン化できなかった物質は、酸素

以外のヘテロ元素を有する可能性や、シクロセキ

セン、エステル、エーテル、ケトン、三級アルコ

ールなどの構造を有する可能性が低い物質と考

察される。 

  

E. 結論 

水道原水とウログレナ培養液に共通する臭気

成分を 3 成分発見した。しかし、本研究で用いた

イオン化法では、それらのうちの 2 成分をイオン

化できなかった。イオン化できた 1 成分の m/z は

146.962 であった。 
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